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【
足
立
・
書
記
・
浪
江
紀
之
通

信
員
】
1
月
30
日
、
浅
草
ビ
ュ
ー

ホ
テ
ル
に
て
「
足
立
支
部
結
成
70

周
年
・
新
春
旗
開
き
」
が
開
催
さ

れ
、
総
勢
2
6
2
人
が
参
加
し
ま

し
た
。

伊
嶋
実
行
委
員
長
の
開
会
挨
拶

に
続
き
、
武
藤
支
部
執
行
委
員
長

・
太
田
衆
議
院
議
員
・
近
藤
区
長

よ
り
挨
拶
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
1
年
の
門
出
を
参
加
者
全

員
で
乾
杯
し
、
武
藤
委
員
長
よ
り

近
藤
区
長
へ
募
金
（
育
英
資
金
）

目
録
贈
呈
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

引
き
続
い
て
、
ご
来
賓
の
皆
様
か

ら
の
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
た
後
、
70

周
年
記
念
Ｄ
Ｖ
Ｄ
が
上
映
さ
れ
ま

し
た
。
東
京
土
建
の
歴
史
や
仲
間

の
懐
か
し
い
映
像
に
、
時
折
笑
い

や
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

拡
大
表
彰
で
は
年
間
実
増
・
目

標
達
成
分
会
の
代
表
者
に
拡
大
功

労
金
が
授
与
さ
れ
、
そ
の
労
を
ね

ぎ
ら
う
と
共
に
拡
大
の
功
績
を
祝

い
ま
し
た
。
今
年
は
結
成
70
周
年

を
記
念
し
「
永
年
組
合
員
表
彰
」

「
分
会
旗
の
贈
呈
式
」
が
行
な
わ

れ
ま
し
た
。

1
月
30
日
、杉
並
公
会
堂
で「
2

0
1
9
年
国
民
春
闘
勝
利
！
総
決

起
集
会
」
が
開
催
さ
れ
、
8
5
0

人
（
東
京
土
建
は
2
8
8
人
）
の

働
く
仲
間
が
結
集
し
ま
し
た
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
を
行
な
っ
た

東
京
春
闘
共
闘
会
議
代
表
の
荻
原

淳
さ
ん
は
「
大
幅
賃
上
げ
、
労
働

条
件
改
善
や
国
民
的
課
題
で
の
前

進
を
掲
げ
全
力
で
た
た
か
う
と
同

時
に
、
市
民
と
野
党
の
共
闘
、
行

動
を
広
げ
な
が
ら
、
改
憲
阻
止
、

安
倍
政
権
打
倒
で
す
べ
て
の
働
く

仲
間
が
総
力
を
挙
げ
ま
し
ょ
う
。

本
気
で
が
ん
ば
ろ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

野
村
幸
裕
国
民
春
闘
共
闘
委
員

会
事
務
局
長
が
映
像
を
は
さ
み
な

が
ら
基
調
報
告
を
行
な
っ
た
後
、

集
会
参
加
の
単
産
、
職
場
の
仲
間

か
ら
の
決
意
表
明
。
東
京
土
建
を

代
表
し
て
松
本
久
人
副
委
員
長
は

昨
夏
の
丸
の
内
3
―
2
計
画
の
現

場
改
善
の
た
た
か
い
の
前
進
を
報

告
し
た
上
で
「
建
設
労
働
者
が
が

ん
ば
っ
て
こ
そ
東
京
五
輪
の
成
功

も
あ
る
と
自
負
し
て
い
る
。
賃
金

引
き
上
げ
の
た
め
に
、
他
産
業
の

皆
さ
ん
と
連
帯
し
て
た
た
か
い
ま

す
」
と
力
強
く
発
言
し
ま
し
た
。

【
西
多
摩
・
と
び

・
髙
山
勝
宏
通
信
員
】

1
月
27
日
、
立
川
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
、
西
多
摩
支
部

結
成
50
周
年
記
念
式

典
・
祝
賀
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
組
合
員
1
8
0

人
、来
賓
は
72
人
で
、

午
後
2
時
よ
り
第
1

部
の
記
念
式
典
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
の
山
口
委

員
長
の
あ
い
さ
つ
で
は
「
50
周
年

に
至
る
ま
で
、
私
た
ち
は
建
設
労

働
者
の
命
と
く
ら
し
を
守
り
、
技

能
の
向
上
と
若
年
技
能
者
の
育
成

を
進
め
、
ま
た
、
地
域
の
中
で
は

住
宅
デ
ー
や
親
子
工
作
教
室
な
ど

で
地
域
に
根
ざ
し
た
組
合
を
め
ざ

し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
先
も
建
設

産
業
で
働
く
、
多
く
の
仲
間
の
生

活
を
守
り
、
地
域
の
諸
要
求
実
現

に
向
け
て
、
よ
り
一
層
の
努
力
を

し
て
い
く
」
と
決
意
を
明
ら
か
に

し
ま
し
た
。
後
半
で
は
、
式
場
書

記
長
に
よ
り
、
50
年
間
の
あ
ゆ
み

の
紹
介
が
映
像
と
解
説
で
行
な
わ

れ
、
建
設
職
人
の
社
会
的
地
位
の

向
上
の
た
め
た
た
か
っ
て
き
た
支

部
の
歴
史
を
あ
ら
た
め
て
感
じ
ま

し
た
。

式
典
で
は
、
創
成
期
か
ら
現
在

ま
で
50
年
以
上
、
組
合
員
と
し
て

運
動
に
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
10

人
（
出
席
は
5
人
）
の
み
な
さ
ん

を
永
年
組
合
員
と
し
て
表
彰
を
行

な
い
ま
し
た
。

【
八
王
子

・
電
気
・
矢

吹
一
幸
通
信

員
】
1
月
27

日
、
京
王
プ

ラ
ザ
ホ
テ
ル

八
王
子
に
お

い
て
、
八
王

子
支
部
50
周

年
記
念
式
典

を
開
催
し
ま

し
た
。本
部
、

多
摩
南
ブ
ロ

ッ
ク
、
親
支

部
の
多
摩
西
部
支
部
、
都
議
会
議

員
、
八
王
子
市
長
、
市
議
会
各
会

派
の
皆
様
や
友
好
団
体
、
歴
代
委

員
長
・
支
部
結
成
当
時
の
組
合
員

の
方
々
42
人

を
来
賓
と
し

て
迎
え
、
1

2
0
人
が
支

部
結
成
50
周

年
の
節
目
を
盛
大
に
祝
い
ま
し

た
。式

典
会
場
前
に
は
記
念
誌
の
表

紙
を
飾
っ
て
い
る
作
品「
五
重
塔
」

と
「
山
門
」
が
飾
ら
れ
、
来
場
者

た
ち
を
迎
え
入
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
第
8
分
会
の
大
曽
根
一
忠
さ
ん

が
仕
事
の
合
間
に
長
い
月
日
を
か

け
作
っ
た
作
品
で
す
。
来
場
者
た

ち
は
そ
の
木
製
模
型
の
精
巧
さ
に

感
嘆
の
声
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

向
井
委
員
長
、
矢
吹
実
行
委
員

長
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
市
長
を
は

じ
め
多
く
の
ご
来
賓
か
ら
ご
挨
拶

を
い
た
だ
き
、
鏡
開
き
、
乾
杯
と

会
は
進
み
ま
し
た
。
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
は
ロ
ー
ズ
ブ
ロ
ッ
サ
ム
に
よ

る
弦
楽
四
重
奏
で
、
ジ
ャ
ズ
か
ら

懐
メ
ロ
ま
で
幅
広
い

選
曲
で
参
加
者
を
魅

了
し
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最

後
、
久
保
書
記
長
に

よ
る
「
支
部
50
年
の
歩
み
」
を
ス

ラ
イ
ド
上
映
と
共
に
振
り
返
り
、

加
藤
副
委
員
長
の
一
本
締
め
で
閉

会
、
多
く
の
方
々
と
50
周
年
を
祝

う
事
が
で
き
ま
し
た
。

昨
年
12
月
14
日
に
著
名
人
や
学

者
の
呼
び
か
け
で
結
成
さ
れ
た

「
10
月
消
費
税
10
％
ス
ト
ッ
プ
！

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
主
催
で
集
会

が
行
な
わ
れ
、
東
池
袋
の
日
出
第

2
公
園
に
約
1
0
0
人
の
市
民

（
東
京
土
建
か
ら
30
人
）
が
集
ま

り
ま
し
た
。

呼
び
か
け
人
で
あ
る
醍
醐
聰
東

大
名
誉
教
授
、
住
江
憲
勇
全
国
保

険
医
団
体
連
合
会
会
長
の
あ
い
さ

つ
を
受
け
た
後
、
池
袋
駅
東
口
周

辺
を
サ
ウ
ン
ド
デ
モ
。「
ス
ト
ッ
プ

♪
ス
ト
ッ
プ
10
％
」「
消
費
税
上
げ

ず
に
給
料
上
げ
ろ
」
な
ど
テ
ン
ポ

の
い
い
コ
ー
ル
に
沿
道
の
人
々
は

注
目
、
首
を
ふ
っ
て
リ
ズ
ム
に
合

わ
せ
る
コ
ス
プ
レ
の
若
い
女
性
、

仕
事
を
止
め
て
笑
顔
で
デ
モ
に
手

を
ふ
る
店
舗
内
装
工
事
を
す
る
男

性
な
ど
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

コ
ー
ル
の
合
間
に
は
「
安
倍
内

閣
は
増
税
で
消
費
の
落
ち
込
み
を

心
配
し
、
ポ
イ
ン
ト
還
元
や
商
品

券
を
発
行
し
、
集
め
た
税
金
よ
り

た
く
さ
ん
返
す
と
言
い
出
し
ま
し

た
。
だ
っ
た
ら
初
め
か
ら
増
税
し

な
け
れ
ば
い
い
で
は
な
い
で
す

か
」
な
ど
と
訴
え
、
今
回
の
消
費

増
税
の
問
題
を
知
ら
せ
ま
し
た
。

1
月
25
日
、
東
京
地
裁
1
0
3

号
法
廷
で
、
首
都
圏
建
設
ア
ス
ベ

ス
ト
訴
訟
東
京
ル
ー
ト
第
2
陣
の

第
26
回
期
日
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
。
こ
の
日
の
法
廷
で
は
原
告
弁

護
団
が
あ
ら
た
め
て
一
人
親
方
が

救
済
対
象
で
あ
る
こ
と
を
、
国
側

の
反
論
も
踏
ま
え
、
意
見
陳
述
す

る
な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

法
廷
開
会
前
、
地
裁
前
で
約
3

0
0
人（
東
京
土
建
は
1
1
7
人
）

が
参
加
し
て
集
会
を
実
施
。
マ
イ

ク
を
握
っ
た
佃
弁
護
団
事
務
局
長

は
「
2
陣
は
7
月
に
結
審
し
、
今

年
中
に
判
決
が
出
る
可
能
性
も
あ

る
。
そ
こ
で
は
、
東
京
高
裁
・
神

奈
川
ル
ー
ト
や
大
阪
高
裁
の
2
つ

の
判
決
を
さ
ら
に
確
固
と
し
た
も

の
に
す
る
判
決
を
勝
ち
取
り
、
1

陣
の
最
高
裁
で
の
判
決
を
底
上
げ

す
る
」
と
2
陣
の
た
た
か
い
の
意

義
を
語
り
ま
し
た
。
原
告
共
同
代

表
の
吉
田
さ
ん
（
村
山
大
和
）
は

「
こ
れ
か
ら
ア
ス
ベ
ス
ト
の
使
わ

れ
た
建
物
の
解
体
が
ピ
ー
ク
を
迎

え
る
。
私
の
よ
う
に
被
害
で
苦
し

む
人
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
た
た
か
う
」
と
決
意
表
明
し

ま
し
た
。
参
加
者
は
国
会
議
員
会

館
に
移
動
し
、
報
告
集
会
、
議
員

要
請
を
行
な
い
ま
し
た
。

求

人

７０
年
記
念
の
分
会
旗
を
贈
呈

足立

息を合わせて鏡開き。中央が
向井八王子支部委員長

拡
大
の
労
も
ね
ぎ
ら
う

５０
年
を
振
り
返
る

八王子

五
重
塔
、山
門
に
感
嘆
の
声

地
域
根
ざ
し
５０
年

西多摩

尽
力
讃
え
永
年
表
彰
も

70周年記念と染め抜かれた分会旗を代表
して受け取る花畑分会の坂本分会長

たたかい強化しよう
アスベスト２陣年内判決も

東京地裁前でシュプレヒコール

乾杯で壇上に並ぶ西多摩支部と
来賓の本部役員の皆さん

節
目
を
祝
い
未
来
を
開
く

節
目
を
祝
い
未
来
を
開
く

連帯し大幅賃上げ

ス
ト
ッ
プ
消
費
税
１０
％

壇上でアピールする東京土建の仲間

松本副委員長が発言

池
袋
駅
周
辺
で
サ
ウ
ン
ド
デ
モ「増税より給料上げろ」

とシャウト

春
闘
集
会


